
二部集落支援員活動レポート
　暑い日が続いていますね。コロナの影響で活動が制限される中、二部

地区活性化推進機構の皆さんと、できることを何とかやっているます。

　５月に秋の菊花展に向けてのドーム菊の苗の配布、６月に独居の高齢者へ『おもてなし弁当』の配布、

区長協議会に合わせて地域の一斉清掃、７月に夏のふるさと小包便の発送、８月には毎年恒例の盆花の

販売と、おかげさまで多くの事業ができました。

　秋の活動に向けて、感染対策を取りながら準備していきたいと思います。  山本　芳史　

　町内の個人や団体がスポーツの全国大会等に出場す
るとき、役場本庁舎駐車場の国道181号線側に告知看
板を掲出しています。出場者の健闘を祈念し、町民の
皆さんで応援することにより、競技スポーツの振興に
繋げようという趣旨です。
　掲出には、「公的団体が主催する大会であること」
などの決まりを設けています。看板掲出を希望する方は、開催期日の２週間前までにスポーツ公園へ申請・
連絡をお願いします。

全国大会等出場者  告知看板
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申請・問い合わせ先  スポーツ公園　TEL 0859-68-3775

生活支援コーディネーター本田の支え合い活動レポート

合 言葉は
vol.
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問い合わせ先  健康対策課 生活相談室　TEL 0859-68-5535

　厳しい暑さの中、感染症対策や熱中症予防に気の休まらない夏を過ごした方
も多かったのではないでしょうか。
　先日、「コロナ下で考える！気にかけ合う地域づくり」というリモート研修
を受けました。その中で、「過度な自粛やステイホームで、外出や人に会う機会が減ること（社会性の
低下）が、運動機能の低下につながっている」、「コロナだからこそ気にかけ合う地域づくりが必要だ」
という話がありました。中でも特に、「正しく恐れて、楽しく集おう！」という言葉が印象に残りました。
　生活支援コーディネーターとして、地域の人々が楽しく、安心できる集いの場を一緒に創っていきた
い、と改めて考えることができた研修でした。
　今年4月から、伯耆町社会福祉協議会の仲村玲子さん（写真右）が生活支援コーディネーターとしても
活躍されています。仲村さんとはこれまでも、伯耆町社会福祉協議会の「あったかハート♡おたがいさ
ま事業」などで地域の支え合いについて一緒に取り組んできましたが、これからはより一層協力して、
楽しく、安心できる集いの場を広めていきたいです。合言葉は “おたがいさま”。  本田　典子

毎夏恒例の盆花販売毎夏恒例の盆花販売


